
(57)【要約】

【課題】内視鏡で、外径の増大を招くことなく、低コス

トで照明が可能なようにする。

【解決手段】レンズ系２２およびＣＣＤ撮像素子２３で

対象を撮像する際には、透明パイプ２９で小型白色ＬＥ

Ｄ２６からの光を導いて照射する。小型白色ＬＥＥ２６

は、カメラケース２５内で、ＣＣＤ撮像素子２３に接続

されるケーブル２４の周囲の空間に収納される。ケーブ

ル２４の径は、ＣＣＤ撮像素子２３の外形よりも小さい

ので、小型白色ＬＥＤ２６を収納することができる。小

型白色ＬＥＤをカメラケース２５に外付けしないので、

内視鏡２１としての外径の増大を招かないようにするこ

とができる。カメラケース２５内に光源が含まれるので

、外部から光を導く光ファイバは不要であり、撮像する

対象を低コストで照明することができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 部 で 照 明 し な が ら 対 象 の 撮 像 を 行 う 内 視 鏡 に お い て 、
先 端 部 に 配 置 さ れ る 撮 像 手 段 と 、
先 端 部 で 対 象 か ら 離 れ て 、 撮 像 手 段 の 背 後 に 配 置 さ れ る 光 源 と 、
光 源 か ら の 光 を 、 撮 像 手 段 の 周 囲 を 利 用 し て 対 象 に 臨 む よ う に 、 先 端 部 に 導 く 導 光 部 材 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 導 光 部 材 は 、 先 端 部 が 対 象 に 臨 み 、 内 部 に 前 記 撮 像 手 段 を 収 容 す る 透 明 材 料 に よ る 管
で あ り 、
前 記 光 源 は 該 管 の 基 端 部 に 配 置 さ れ る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 管 な ど の 内 部 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 都 市 ガ ス の 屋 内 配 管 の 内 部 観 察 に 、 内 視 鏡 が 用 い ら れ て い る 。 屋 内 配 管 は 、 た
と え ば 天 井 、 壁 、 床 な ど に 、 部 屋 内 部 か ら は 直 接 見 え な い よ う に 隠 蔽 さ れ た 状 態 で 配 設 さ
れ る 。 こ の た め 、 部 屋 の 内 装 工 事 な ど に よ っ て 、 釘 な ど が 使 用 さ れ る と 、 釘 に よ っ て 屋 内
配 管 を 損 傷 さ せ る 可 能 性 が あ る 。 屋 内 配 管 は 隠 蔽 さ れ て い る の で 、 損 傷 を 受 け て い る 部 分
を 修 理 す る た め に は 、 部 分 的 に 露 出 さ せ る 必 要 が あ る 。 露 出 す る 部 分 を 最 小 限 に と ど め る
た め に は 、 損 傷 を 受 け て い る 部 分 の 位 置 を 正 確 に 検 知 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 位 置 検
知 の た め に 、 ガ ス 栓 な ど を 利 用 し て 、 内 視 鏡 を 屋 内 配 管 内 に 挿 入 す る 。 損 傷 部 分 を 検 知 す
れ ば 、 内 視 鏡 の 挿 入 長 さ 分 だ け 屋 内 配 管 の 敷 設 経 路 を た ど っ て 露 出 す べ き 部 分 を 精 度 良 く
決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 視 鏡 は 、 人 体 内 部 に 挿 入 し て 診 断 を 行 う な ど の 医 療 用 の 目 的 で 、 光 フ ァ イ バ の 束 を 用 い
る も の が 開 発 さ れ て 利 用 さ れ て い る 。 光 フ ァ イ バ の 束 の 先 端 部 で 対 象 か ら 受 光 す る 光 を 、
各 光 フ ァ イ バ で 導 き 、 基 端 部 で 対 象 の 像 を 再 合 成 す る こ と が で き る の で 、 先 端 部 を 人 体 内
部 な ど に 挿 入 し 、 外 部 で 観 察 し て 診 断 を 行 う こ と が で き る 。 た だ し 、 解 像 度 を 高 め よ う と
す る と 、 細 い 光 フ ァ イ バ を 多 く 使 用 し な け れ ば な ら ず 、 コ ス ト が 増 大 し て し ま う 。 そ こ で
、 先 端 部 に カ メ ラ を 設 置 し 、 外 部 へ は カ メ ラ で 撮 像 し た 対 象 に つ い て の 画 像 信 号 を 送 る 方
式 の 内 視 鏡 も 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ６ は 、 従 来 か ら の 内 視 鏡 の 概 略 的 な 構 成 の 一 例 を 示 す 。 内 視 鏡 １ は 、 先 端 部 に レ ン ズ 系
２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） 撮 像 素 子 ３ な ど の 撮 像
手 段 を 備 え 、 対 象 の 画 像 を 撮 像 し て 電 気 的 な 画 像 信 号 に 変 換 し 、 ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 外 部
に 取 出 す こ と が で き る 。 レ ン ズ 系 ２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ３ は 、 カ メ ラ ケ ー ス ５ に 収 納 さ
れ 、 挿 入 さ れ る 周 囲 の 環 境 か ら 保 護 さ れ る 。 対 象 の 画 像 を 充 分 に 観 察 す る た め に は 、 照 明
が 必 要 で あ る 。 図 ６ の 内 視 鏡 １ で は 、 光 源 を 内 蔵 せ ず 、 光 フ ァ イ バ ６ を 介 し て 外 部 か ら 導
く 。 光 フ ァ イ バ ６ は 、 ケ ー ブ ル ４ と と も に 、 メ ッ シ ュ 上 の ブ レ ー ド ７ が 被 せ ら れ て 保 護 さ
れ 、 先 端 部 を 外 部 の 光 源 装 置 ８ ま で 連 結 す る 。 光 源 装 置 ８ 内 は 、 内 視 鏡 １ の 本 体 と し て 、
ケ ー ブ ル ４ に よ っ て 伝 送 さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 し て 可 視 化 す る 画 像 処 理 回 路 や 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮
像 素 子 ３ を 動 作 さ せ る 電 源 や 制 御 回 路 な ど を 含 む 。 さ ら に 、 光 源 装 置 ８ 内 に は 、 ハ ロ ゲ ン
ラ ン プ な ど の 光 源 が 設 け ら れ 、 照 明 光 を ブ レ ー ド ７ に 内 装 さ れ て い る 光 フ ァ イ バ ６ を 介 し
て 先 端 部 に 送 る 。 し た が っ て 、 以 下 、 内 視 鏡 １ は 、 照 明 方 法 に 注 目 し て 、 光 フ ァ イ バ 方 式
の 内 視 鏡 と し て 分 類 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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図 ７ は 、 従 来 か ら の 内 視 鏡 の 概 略 的 な 構 成 の 他 の 例 を 示 す 。 こ の 内 視 鏡 １ １ で 図 ６ に 示 す
内 視 鏡 １ と 同 等 な 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。 内 視 鏡 １ １ で
は 、 光 源 と し て 、 カ メ ラ ケ ー ス １ ５ の 周 囲 に 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド と し て 、 小 型 白 色 Ｌ Ｅ
Ｄ （ Ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 Ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 Ｄ ｉ ｏ ｄ ｅ ） １ ６ を 外 付 け し て い る 。 し た が っ て 、
以 下 、 内 視 鏡 １ １ は 、 照 明 方 法 に 注 目 し て 、 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 と し て 分 類 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
小 型 で 解 像 度 の 高 い Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ３ は 、 比 較 的 低 コ ス ト で 得 ら れ る よ う に な っ て き て い
る 。 ま た 、 輝 度 の 高 い 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 開 発 も 進 み 、 低 コ ス ト 化 が 実 現 さ れ て い る 。
し か し 、 光 フ ァ イ バ ６ は 、 低 コ ス ト 化 が 進 ん で い て も 、 他 の 構 成 要 素 と 比 較 す る と 未 だ 高
価 で あ り 、 細 径 化 す る と 多 く の 本 数 が 必 要 と な り 、 組 立 な ど に も 多 く の 手 間 が か か る 。 し
た が っ て 、 図 ６ に 示 す よ う な 光 フ ァ イ バ 方 式 の 内 視 鏡 １ は 、 対 象 の 画 像 の 伝 送 に は 光 フ ァ
イ バ ６ を 用 い な い け れ ど も 、 照 明 の た め に 光 フ ァ イ バ ６ を 用 い る の で 、 高 コ ス ト で あ る と
い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル ４ の 他 に 光 フ ァ イ バ ６ を ブ レ ー ド ７ 内 に 収 容 し て い る の
で 、 先 端 部 と 光 源 装 置 ８ と の 間 を つ な ぐ 部 分 の 可 撓 性 が 充 分 に 得 ら れ に く い と い う 問 題 も
あ る 。 図 ７ に 示 す よ う な 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 １ １ で は 、 カ メ ラ ケ ー ス １ ５ の 周 囲 に 光 源 と
な る 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ を 外 付 け す る の で 、 結 果 的 に 先 端 部 の 外 径 が 大 き く な っ て し ま う
と い う 問 題 が あ る 。 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ と し て 市 販 さ れ て い る も の は 、 １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ 程
度 の 外 径 を 有 す る の で 、 カ メ ラ ケ ー ス １ ５ の 両 側 に 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ が 装 着 さ れ て い る
部 分 で は 、 ２ ｍ ｍ ～ ４ ｍ ｍ 程 度 外 径 が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 外 径 の 増 大 を 招 く こ と な く 、 低 コ ス ト で 照 明 が 可 能 な 内 視 鏡 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 先 端 部 で 照 明 し な が ら 対 象 の 撮 像 を 行 う 内 視 鏡 に お い て 、
先 端 部 に 配 置 さ れ る 撮 像 手 段 と 、
先 端 部 で 対 象 か ら 離 れ て 、 撮 像 手 段 の 背 後 に 配 置 さ れ る 光 源 と 、
光 源 か ら の 光 を 、 撮 像 手 段 の 周 囲 を 利 用 し て 対 象 に 臨 む よ う に 、 先 端 部 に 導 く 導 光 部 材 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 従 え ば 、 先 端 部 で 照 明 し な が ら 対 象 の 撮 像 を 行 う 内 視 鏡 に は 、 先 端 部 に 撮 像 手 段
が 配 置 さ れ 、 先 端 部 で 対 象 か ら 離 れ て 、 撮 像 手 段 の 背 後 に 光 源 が 配 置 さ れ る 。 光 源 か ら の
光 は 、 撮 像 手 段 の 周 囲 を 利 用 し て 対 象 に 臨 む よ う に 、 導 光 部 材 に よ っ て 先 端 部 に 導 か れ る
。 撮 像 手 段 の 背 後 側 の 空 間 を 利 用 し て 光 源 を 配 置 す る こ と が で き る の で 、 外 径 の 増 大 を 招
く こ と な く 、 先 端 部 に 光 源 を 設 置 す る こ と が で き る 。 光 源 が 撮 像 手 段 の 背 後 に あ っ て も 、
撮 像 手 段 の 周 囲 に 設 け ら れ る 導 光 部 材 を 介 し て 、 対 象 の 撮 像 に 必 要 な 照 明 が 行 わ れ る の で
、 光 フ ァ イ バ 方 式 の 内 視 鏡 の よ う な 外 部 か ら 光 を 導 く 光 フ ァ イ バ な ど は 不 要 で あ り 、 低 コ
ス ト で 照 明 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 本 発 明 で 、 前 記 導 光 部 材 は 、 先 端 部 が 対 象 に 臨 み 、 内 部 に 前 記 撮 像 手 段 を 収 容 す る 透
明 材 料 に よ る 管 で あ り 、
前 記 光 源 は 該 管 の 基 端 部 に 配 置 さ れ る 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に 従 え ば 、 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 撮 像 手 段 の 背 後 に 配 置 し て 照 明 に 必 要 な 光 を 発
生 さ せ る こ と が で き る の で 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 外 付 け す る 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 の よ う な 外
径 が 増 大 す る 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の 内 視 鏡 ２ １ の 概 略 的 な 構 成 を 示 す 。 内 視 鏡 ２ １ は
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、 先 端 部 に レ ン ズ 系 ２ ２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ）
撮 像 素 子 ２ ３ な ど の 撮 像 手 段 を 備 え 、 対 象 の 画 像 を 撮 像 し て 電 気 的 な 画 像 信 号 に 変 換 し 、
ケ ー ブ ル ２ ４ を 介 し て 外 部 に 取 出 す こ と が で き る 。 レ ン ズ 系 ２ ２ お よ び ケ ー ブ ル ２ ３ は 、
カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ に 収 納 さ れ 、 挿 入 さ れ る 周 囲 の 環 境 か ら 保 護 さ れ る 。 こ れ ら の 点 で は 、
本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ １ も 、 図 ６ や 図 ７ に 示 す 従 来 か ら の 内 視 鏡 １ ， １ １ と 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ １ で は 、 光 源 と し て 図 ７ の 内 視 鏡 １ １ と 同 様 に 複 数 の 小 型 白 色 Ｌ Ｅ
Ｄ ２ ６ を 先 端 部 に 設 け る 。 こ の た め 、 ブ レ ー ド ２ ７ 内 に 光 フ ァ イ バ を 内 装 す る 必 要 は な く
、 コ ス ト 低 下 を 図 る こ と が で き る 。 ブ レ ー ド ２ ７ 内 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ か ら 出 力 さ
れ る 画 像 信 号 や 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ に 供 給 す る 電 源 や 制 御 信 号 を 伝 送 す る た め の ケ ー ブ
ル ２ ４ と と も に 、 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ を 発 光 さ せ る た め の 電 力 を 供 給 す る 導 線 を 内 装 す れ
ば よ い 。 こ の 電 力 供 給 用 の 導 線 は 、 多 芯 の ケ ー ブ ル ２ ４ に 含 め る こ と が で き る 。 ケ ー ブ ル
２ ４ を 内 装 し て い る ブ レ ー ド ２ ７ の 末 端 は 、 監 視 装 置 ２ ８ に 接 続 さ れ る 。 監 視 装 置 ２ ８ 内
に は 、 電 源 や 、 画 像 信 号 の 処 理 や 表 示 を 行 う 回 路 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ １ で は 、 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ を 、 図 ７ の 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 １ １ の
よ う に カ メ ラ ケ ー ス １ ５ に 外 付 け す る の で は な く 、 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ 内 で 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素
子 ２ ３ の 背 後 側 に 形 成 さ れ る 空 間 に 収 納 し 、 レ ン ズ 系 ２ ２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ の 周
囲 に 設 け ら れ る 透 明 パ イ プ ２ ９ を 介 し て 、 レ ン ズ 系 ２ ２ の 光 軸 方 向 に 照 射 す る よ う に 導 く
。 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ の 外 径 内 に 光 源 を 収 め る こ と が で き る の で 、 図 ６ の 光 フ ァ イ バ 方 式 の
内 視 鏡 １ と 同 等 の 外 径 で 、 図 ７ の 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 １ １ と 同 等 に 、 光 フ ァ イ バ を 用 い な
い こ と に よ る コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 な お 、 透 明 パ イ プ ２ ９ と レ ン ズ 系 ２ ２ お よ
び Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ と の 間 に は 、 遮 光 層 ３ ０ を 形 成 し て お く 。
【 ０ ０ １ ５ 】
透 明 パ イ プ ２ ９ は 、 た と え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ト や ア ク リ ル 等 の 透 明 な 合 成 樹 脂 材 料 を 用 い
る こ と が で き る 。 ガ ラ ス な ど を 用 い る こ と も で き る 。 透 明 パ イ プ ２ ９ の 肉 厚 は 、 ０ ． １ ｍ
ｍ ～ １ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ と し て は 、 公 称 １ ／ １ ０ イ ン チ
や １ ／ ６ イ ン チ 、 す な わ ち 、 受 光 部 の 対 角 線 長 さ が ２ ． ５ ４ ｍ ｍ や ４ ． ２ ｍ ｍ 程 度 の 大 き
さ の も の を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ に 合 わ せ て 、 レ ン ズ 系 ２
２ は 開 発 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 透 明 パ イ プ ２ ９ は 、 内 径 が ３ ～ ５ ｍ ｍ 程 度 あ れ ば 、 内
部 に レ ン ズ 系 ２ ２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ を 収 容 す る こ と が で き る 。 一 般 に 、 視 野 が 広
角 に な る 広 角 系 の レ ン ズ 系 ２ ２ を 用 い る と き に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ よ り も レ ン ズ 系 ２
２ の 方 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ケ ー ブ ル ２ ４ は 、 複 数 本 の 導 線 を 含 ん で い て も 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ の 外 径 よ り も 細 い 径
に す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ の 背 後 に ケ ー ブ ル ２ ４ を 接 続 し て
も 、 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ 内 で は 、 ケ ー ブ ル ２ ４ の 周 囲 に 空 間 が 生 じ る 。 本 発 明 で は 、 こ の 空
間 を 利 用 し て 複 数 の 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ を 配 置 す る 。 し た が っ て 、 図 ７ の 内 視 鏡 １ １ の よ
う に 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ を 外 付 け す る こ と に よ る 外 径 の 増 大 を 避 け る こ と が で き る 。 ま た
、 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 １ １ で は 、 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の リ ー ド 線 な ど の 電 気 的 接 続 部 分 も
カ メ ラ ケ ー ス １ ５ の 外 部 に 露 出 し 、 充 分 な 電 気 絶 縁 な ど の 処 理 を 必 要 と す る け れ ど も 、 本
実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ １ で は カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ 内 に 収 容 さ れ て い る の で 、 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５
に よ る 周 囲 環 境 か ら の 保 護 を 利 用 す る こ と が で き る 。 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ と し て 、 気 密 性 等
を 確 保 し う る よ う に し て お け ば 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ や 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ な ど の 電 気 的
接 続 部 分 を 、 湿 度 な ど か ら 充 分 に 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 ブ レ ー ド ２ ７ は 、 細 い ス テ ン レ ス 鋼 線 を メ ッ シ ュ 状 に 編 ん で 形 成 し た も の を 好 適 に
用 い る こ と が で き る 。 メ ッ シ ュ 状 の ブ レ ー ド ２ ７ に ケ ー ブ ル ２ ４ を 内 装 す る こ と に よ っ て
、 内 視 鏡 ２ １ で 先 端 部 と 監 視 装 置 ２ ８ と を 連 結 す る 途 中 の 部 分 の 可 撓 性 を 確 保 し 、 曲 っ た
管 の 内 部 な ど に 挿 入 し て 容 易 に 対 象 物 を 観 察 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 図 １ に 示 す 内 視 鏡 ２ １ の 先 端 部 分 を 、 正 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示 す 。 中 央 に レ ン ズ
系 ２ ２ が 設 け ら れ 、 そ の 周 囲 を 透 明 パ イ プ ２ ９ が 囲 み 、 さ ら に カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ に よ っ て
気 密 に 封 止 す る 。 レ ン ズ 系 ２ ２ の 先 端 の レ ン ズ は 露 出 さ せ 、 透 明 パ イ プ ２ ９ と の 間 に 設 け
る 遮 光 層 ３ ０ で 、 透 明 パ イ プ ２ ９ の 内 周 と レ ン ズ の 外 周 と の 間 を 気 密 に 封 止 さ せ る こ と も
で き る 。 ま た 、 遮 光 層 ３ ０ と は 別 に 、 気 密 封 止 用 の シ ー ル 材 を 用 い る こ と も で き る 。 さ ら
に 、 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ で 全 体 を 覆 っ て 封 止 し 、 前 面 に 透 明 な 窓 を 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ １ で 、 外 径 の 増 大 を 招 く こ と な く 、 効 率 良 く 照 明 可 能 で あ
る こ と を 、 従 来 の 内 視 鏡 １ ， １ １ と 比 較 し て 示 す 。 す な わ ち 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、
本 実 施 形 態 で は 、 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ の 内 部 の 透 明 パ イ プ ２ ９ に 、 さ ら に 内 部 に あ る 小 型 白
色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ か ら の 光 を 導 く 。 光 フ ァ イ バ 方 式 の 内 視 鏡 １ で は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に
、 多 数 の 光 フ ァ イ バ ６ を レ ン ズ 系 ２ の 周 囲 に 配 置 し て 、 外 部 の 光 源 か ら の 光 を 導 く 。 光 フ
ァ イ バ ６ が 透 明 パ イ プ ２ ９ と 同 一 の 空 間 を 占 め る よ う に 構 成 し て も 、 各 光 フ ァ イ バ ６ の 断
面 間 に は 隙 間 が 生 じ 、 光 を 導 く た め に 有 効 に 使 用 可 能 な 断 面 積 は 減 少 す る 。 外 付 け 方 式 の
内 視 鏡 １ １ で は 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 カ メ ラ ケ ー ス １ ５ の 周 囲 に 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ １
６ を 外 付 け す る の で 、 内 視 鏡 １ ６ と し て の 外 径 が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ２ １ を 用 い て 、 都 市 ガ ス の 屋 内 配 管 の 内 部 観 察 を 行 う 状 態 を
概 略 的 に 示 す 。 た と え ば 、 新 築 の 家 屋 で 部 屋 ３ １ の 内 装 工 事 が 終 了 し た 段 階 で 、 天 井 、 壁
、 床 な ど に 隠 蔽 さ れ て い る 屋 内 配 管 ３ ２ に 異 常 が 生 じ て い な い か を 確 認 す る た め に 、 部 屋
３ １ に 設 け ら れ て い る ガ ス 栓 な ど を 利 用 し て 内 視 鏡 ２ １ を 挿 入 す る 。 屋 内 配 管 ３ ２ に は 、
薄 い ス テ ン レ ス 鋼 を 蛇 腹 状 に し て 形 成 し た フ レ キ シ ブ ル 管 が 多 く 使 用 さ れ る 。 部 屋 ３ １ 内
か ら 打 た れ る 釘 な ど が 屋 内 配 管 ３ ２ に 突 刺 さ る と 、 孔 が あ い て し ま う お そ れ が あ る 。 内 視
鏡 ２ １ を 挿 入 し て 、 監 視 装 置 ２ ８ の 画 面 ３ ３ に よ っ て 屋 内 配 管 ３ ２ の 内 部 観 察 を 行 う と 、
釘 な ど に よ っ て 損 傷 を 受 け て い る か 否 か を 確 実 か つ 容 易 に 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 他 の 形 態 と し て の 内 視 鏡 ４ １ の 概 略 的 な 構 成 を 示 す 。 本 実 施 形 態
の 内 視 鏡 ４ １ で 図 １ の 実 施 形 態 に 対 応 す る 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を
省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 レ ン ズ 系 ２ ２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ を 外 部 環 境 か ら 保 護
す る ケ ー ス と し て も 透 明 パ イ プ ２ ９ を 利 用 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ の 実 施 形 態 の よ う
な カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ を 用 い ず 、 透 明 パ イ プ ２ ９ の 背 面 側 で は 、 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ を 封 止
樹 脂 に モ ー ル ド す る 。 図 １ の 実 施 形 態 に 比 較 し て 、 カ メ ラ ケ ー ス ２ ５ の 肉 厚 分 だ け 、 外 径
を 小 さ く す る こ と が で き る 。 そ の 他 、 基 本 的 に は 図 １ の 内 視 鏡 ２ １ と 同 様 に 、 本 実 施 形 態
の 内 視 鏡 ４ １ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 で 説 明 し て い る 各 実 施 形 態 で は 、 光 源 と し て 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ６ を 用 い て い る け れ ど
も 、 単 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い る こ と も で き る 。 単 色 の Ｌ Ｅ Ｄ の 方 が 一 般 に 輝 度 が 高 い も の を 利
用 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 Ｌ Ｅ Ｄ に 限 ら ず 、 白 色 の 光 源 を 用 い れ ば 、 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子
２ ３ で カ ラ ー の 画 像 を 撮 像 す る こ と が で き る 。 カ ラ ー の 画 像 を 撮 像 す る と 、 管 内 の 腐 食 や
錆 の 識 別 を 色 に 基 づ い て 行 う こ と が で き る 。 ま た 医 療 用 に 用 い る と き も 、 カ ラ ー の 画 像 の
方 が 有 効 で あ る 。 さ ら に 、 撮 像 手 段 と し て 、 レ ン ズ 系 ２ ２ と Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子 ２ ３ と の 組 合
せ ば か り で は な く 、 た と え ば 撮 像 素 子 と し て Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 画 像 セ ン サ な ど を 利 用 す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 先 端 部 で 、 撮 像 手 段 の 背 後 側 の 空 間 を 利 用 し て 光
源 を 配 置 す る こ と が で き る の で 、 光 を 導 く 光 フ ァ イ バ の 使 用 や 、 外 径 の 増 大 を 招 く こ と な
く 、 低 コ ス ト で 照 明 が 可 能 と な り 、 対 象 を 充 分 に 照 明 し な が ら 観 察 す る こ と な ど が 可 能 と
な る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 撮 像 手 段 の 背 後 に 配 置 し て 照 明 に 必 要 な 光
を 発 生 さ せ る こ と が で き る の で 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 外 付 け し な い で も 、 充 分 な 照 明 を 行 い
、 外 径 が 増 大 す る 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て の 内 視 鏡 ２ １ の 概 略 的 な 構 成 を 、 簡 略 化 し て 示 す 側
面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 ２ １ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 内 視 鏡 ２ １ と 従 来 か ら の 内 視 鏡 と を 、 照 明 方 式 の 違 い に 基 づ い て 比 較 し て
示 す 簡 略 化 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 内 視 鏡 ２ １ を 用 い て 屋 内 配 管 ３ ２ の 内 部 観 察 を 行 っ て い る 状 態 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 他 の 形 態 と し て の 内 視 鏡 ４ １ の 概 略 的 な 構 成 を 、 簡 略 化 し て 示 す
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 か ら の 光 フ ァ イ バ 方 式 の 内 視 鏡 １ の 概 略 的 な 構 成 を 、 簡 略 化 し て 示 す 側 面 断
面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 か ら の 外 付 け 方 式 の 内 視 鏡 １ １ の 概 略 的 な 構 成 を 、 簡 略 化 し て 示 す 側 面 断 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ １ ， ４ １ 　 内 視 鏡
２ ２ 　 レ ン ズ 系
２ ３ 　 Ｃ Ｃ Ｄ 撮 像 素 子
２ ４ 　 ケ ー ブ ル
２ ５ 　 カ メ ラ ケ ー ス
２ ６ 　 小 型 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ
２ ８ 　 監 視 装 置
２ ９ 　 透 明 パ イ プ
３ １ 　 部 屋
３ ２ 　 屋 内 配 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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外部的光的光纤，并且可以以低成本照明要成像的对象。 [选型图]图1
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